
課題研究 

＝３年生の活動報告＝ 
 ３年理数科は物理 2 班・化学 1 班・生物 2 班・数学 1 班の 6 班で課題研究に取り組んできました。そ

の集大成として、8 月 6～7 日に神戸で開催される SSH 生徒研究発表会には、数学班『MINTY 数の探求』

が本校の代表として参加することが決まりました。また、数学班は昨年度、秋田県教育委員会主催のタ

イ王国交流事業に参加し、研究成果を英語で発表しただけでなく、タイの高校生と研究についての意見

交換をしたりタイの文化を学んだりなど国外でも活躍しました。 

 各班の研究要旨と発表スライドの一部を紹介します。 

 

MINTY数の探求 （数学班） 

指導者 田中武夫 

発表者 安田実生 池田晴香 武田侑純 成田晧城 三浦央暉 

要 旨 ２つの立方数の和として n通りに表わされる最小の正の整数である「タクシー数」からヒ 

ントを得て、2つの平方数の和として n通りに表わされる最小の正の整数を「MINTY数」と名 

付け、タクシー数には見られなかった規則性について探りました。さらに MINTY数の中でも 

「n通りに表わされる正の整数全体」を「非制限 MINTY数」とし、その個数や数列との関係性 

についても調べています。膨大な数値の処理に悪戦苦闘しつつもプログラミングなどを用い 

て効率化を図り、すっきりとした結論を出せるように様々な側面から考察を重ねました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



数学班だけでなく、下の５つの班も、東北地区サイエンスコミュニティーをはじめとする様々な場で

研究成果を発表しました。どの班も身近な疑問を科学的な視点から実験・検証し、成果を残しています。 

 

 

横手高校横断計画 （物理 2班） 

指導者 釜田博一 

発表者 佐藤千陽 草彅美穂 佐々木大成 永瀬萌楓 早川秀朋 廣瀬菜乃花 

要 旨  私たちの班では、物理の授業で勉強した斜方投射という運動がロケットを飛ばしている

原理の１つであることを知りました。そこで、私たちにとってより身近なペットボトルロ

ケットが飛ぶ原理を調べたところ、それには斜方投射と作用・反作用が深く関わっている

ことが分かりました。そんな私たちはペットボトルロケットで横手高校を横断できるほど

の距離を飛ばすという目的で「横手高校横断計画」を立てました。この計画を成功させる

ために水量、発射角度、圧力の条件を変え、実験を行いました。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖水～持てる水より～（化学班） 

指導者 鎌田孝司 

発表者 山田武蔵 小松田泰雅 伊藤一磨 小山志帆 菅敦成 佐々木凜空 

要 旨  私たちは、インターネットで話題の”持てる水”について興味・関心を持ちまし

た。それらをインターネットで調べていくうえで、持てる水には大学の研究者が真



面目に研究するほどの理由があるとわかりました。その理由とは、ペットボトルの

代替品として利用することです。ペットボトルのもととなるプラスチックの消費量

を削減し、環境問題を解決するために作られたそうです。そこで、私たちは「破れ

にくく、おいしい持てる水」を作ることを目標に研究を開始し、溶液の濃度や反応

時間を変えることで実現を目指しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

つぶらな瞳が世界を救う？！ ～プラナリアの生態に迫る～ (生物2班) 

指導者 藤谷希 

発表者 茂木朱里 伊藤空 岡本萌実 佐藤野乃子 千葉由希 三森瑞希  

要 旨  不思議な生物を研究したいという思いから私たちの研究は始まりました。プラナリア

とは扁形動物門に属する著しい再生能力を持つ生物です。ある学者がメスを使い 100

を超える断片になるまで滅多切りにしたが、その全片が再生して 100 を超えるプラナ

リアが再生したという逸話があります。そのプラナリアを採集する方法や、切断した

ときの様子について調べました。また、プラナリアを染色し、それを切断して細胞が

どのように再生していくのかを主な目標にして実験や考察を進めました。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

クラドニ図形 ～音波でつくりだす芸術～ （物理 1班） 

指導者 釜田博一 

発表者 安杖侑 相澤鈴 佐藤加歩 佐藤明衣 佐藤黎惟 百木健 

要 旨  クラドニ図形とは、1680年にロバート・フックが発見した、ガラス板に小麦粉をまぶ

して振動させて生じた図形のことである。身近なものでは、ボウルにラップを張って塩

などの細かい粒子のものを振りかけ、声を発すると模様ができる。クラドニ図形は幾何

学模様と言われ、実際に形成される瞬間には目を奪われてしまった。私たちは、クラド

ニ図形と図形が形成される周波数に何らかの関係が観られないか調査してみた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

ＳＱＵＩＤ ＬＩＧＨＴ （生物１班） 

指導者 藤谷希 

発表者 渋谷太樹 碓氷慧 斎藤斗希央 佐々木優玖 高橋力生 林祐樹 

要 旨  私たちの班はイカの表面に付着している発光バクテリアについて研究しました。研究

動機は、東日本大震災などの震災で光のない生活を強いられたことで、光源の重要性を

痛感し、自分たちで震災時に使える光源を作ってみようと思ったからです。そこで、安

価でいつでも手に入るイカ表面に存在しているバクテリアを利用して、それ単体で暗所

において長時間文字が見られることを目標に発光時間や強度に焦点を当てて、実験しま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


